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～ 政策的主要事業等の概要 ～



【 一 般 会 計 】 単位： 千円

款 項 目
整理
Ｎｏ

補正予算額
説　明
ページ

別添資料
ペ ー ジ

所　管　課

2 1 3 1 5,868 1  総務課

6 2 7,100 18  企画課

3 1 1 3 3,192 2  健康福祉課

6 4 146,000 〃

5 28,200 3  〃

4 1 6 6 25,580 4  環境課

6 1 2 7 4,300 5  農林水産課

3 8 2,261 〃

9 1,247 6  〃

10 6,375 〃

6 2 2 11 53,333 7  〃

12 30,000 〃

13 23,847 8  〃

14 6,484 〃

15 6,192 9  〃

7 1 2 16 1,982 10  19  商工観光課

17 50,000 20  〃

3 18 1,637 11  18  〃

19 3,963 〃

8 4 1 20 2,000 12  21  総務課

9 1 4 21 5,745 13  〃

22 209,169 22  〃

23 10,500 14  23  〃

10 5 7 24 1,972 15  生涯学習課

【 簡易水道事業特別会計 】

款 項 目
整理
Ｎｏ

補正予算額
説　明
ページ

別添資料
ペ ー ジ

所　管　課

1 2 2 25 26,248 16  24～25 上下水道課

【 歳入(普通交付税) 】

平成24年度「四万十町」普通交付税の状況 17  財　政　班

木質資源利用促進事業（養鰻場整備分）

木質資源利用促進事業（施設園芸用ﾊｳｽ分）

シカ被害特別対策事業

企業立地用地造成設計等委託事業

地域総合整備資金貸付事業（ふるさと融資）

事 業 名

仁井田簡易水道区域拡張事業

産業振興推進ふるさと雇用事業（自然体験型観光事業）

目 次

木材加工流通施設整備事業

事 業 名

基金積立事業

四万十町高知自動車道開通記念イベント事業

地域福祉計画策定支援業務委託事業

介護基盤緊急整備事業費補助事業

道の駅あぐり窪川急速充電器（電気自動車用）設置事業

拠点ビジネス体制整備事業

地域の物流等支援補助事業

興津（向山）地区津波避難路等整備事業

志和地区津波避難路等整備事業

高速道開通四万十町ＰＲ事業

ふるさと未来館敷地擁壁修繕事業

介護保険施設等開設準備支援事業費補助事業

四万十町地球温暖化対策設備設置費補助事業

新規就農者定着促進事業（青年就農給付金分）

鳥獣被害緊急対策事業

ブロック塀等対策推進事業

みんなで備える防災総合事業



－ 1 －

平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

単位：千円

　

7,100 0 0 7,100 

全

体

計

画

等
平26以降 計

0 0 

■四万十町高知自動車道開通記念イベント実行委員会が実施する事
業は、平成24年度の単年度事業。

総合振興計画の施策大綱別位置付け

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

 来訪者にうれしさとやすらぎを満喫して
もらえる集客交流産業の振興

3-⑦

◆高速道開通記念広告等作成委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　計　3,100千円
◆四万十町高知自動車道開通記念イベント実行委員会補助金
　　・ジョギングイベント費用　　　　　500千円
　　・サイクリングイベント費用　　　　100千円
  　・ウォーキングイベント費用　　  　300千円
　　・開通式典費用　　　　　　　　　1,600千円
　　・チラシ作成等その他経費　　　　1,500千円
　　　　　　　　　　　　　　　　計　4,000千円

平22以前 平23 平24 平25

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

4,000 
 四万十町高知自動車道開
通記念イベント事業補助金

847,578 

別添資料 頁

計

■ 本年度事業の概要

全

体

計

画

等

　減債基金積立金　▲17,100千円
　　・津波避難対策推進事業費補助金による減額　▲17,070千円
　施設等整備基金積立金　25,168千円　　　　　（≒17,100千円）
　　・平成23年度金上野団地分譲収入（未積立分)　4,698千円
　　・ケーブルシステム施設利用収入（未積立分)　20,470千円
　過疎地域自立促進産業振興基金積立金　▲2,200千円
　　・事業の見直しによる減額　▲2,200千円

2,090,737 

平25 平26以降

　　　　　　　　<参考>　平成24年度末積立基金残高（見込）
　　　　　　　　　　　　・財政調整基金　　　　2,010,208千円
　　　　　　　　　　　　・減債基金　　　　　　　901,148千円
　　　　　　　　　　　　・その他特定目的基金　3,065,245千円

(政策的主要事業等の説明資料)

ページページ　　～ 19

減債基金積立金

平23 平24

1

町債

県

 高速道開通記念広告等作
成委託料

所 管 課 名

細節名称（ 予算書説明欄 ）

目

19予算書頁

節

3,100 

ページ　　～19

企画費
企画課

項

0 予 算 額

そ の 他 ページ

歳 出 予 算 内 訳

項2 1

6 目名

細節名称（ 予算書説明欄 ）節

19

■ 目的(趣旨)

69,108 

会　計　名 一般会計

事　業　名

款

基金積立事業

0 25

予算書頁

31,438 

なし

　平成23年度末の収入のため予算積立が出来なかった金上野団地分譲収
入及びケーブルシステム施設利用収入について、今回積立を行い後年度
に活用を図るもの。

348,311 

▲ 8,500 今回

目 3 目名

施設等整備基金積立金

積立金

財産管理費

総務課（財政班）所 管 課 名

予 算 額

▲ 17,100 

▲ 8,500 過疎対策事業債

▲ 17,070 

（自立促進特別事業）

津波避難対策推進事業費補助金

▲ 2,200 

5,868 25
0 

過疎地域自立促進産業振興基金

25,168 

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

19,003 

5-③

総合振興計画の施策大綱別位置付け

 新しい行財政システムの確立

県

25

款 2

―

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

 四万十町基金条例

▲ 17,070 

348,311 ―

新・継

継
予 算 額

国

歳 出 予 算 内 訳財 源 内 訳

地 方 債

268,700 

一般財源

19,003 37,670 

260,200 

地 方 債 そ の 他

7,100 
0 

新

既決

新・継

会　計　名

894,848 

平22

一般会計

計

0 

予 算 額
財 源 内 訳

国 一般財源

0 7,100 

既決

今回 7,100 

P18

四万十町高知自動車道開通記念イベント事業

計

7,100 0 
13

0 
■ 目 的（趣旨）

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

　高知自動車道、中土佐ＩＣから四万十町中央ＩＣの14.8㎞の開通に伴
い、開通前のプレイベントの開催と開通日の記念式典を実施する。併せ
て新聞広告やテレビＣＭの活用、高知市内の観光スポットでの広告等を
展開し、県内外に四万十町の情報発信と高速開通イベントのＰＲを行
う。

19

342,443 17,070 

県

事　業　名

本庁舎等建設用積立分 
500,000千円含む 

・うち施設等整備基金 1,043,165千円 
・うち過疎地域自立促進産業振興基金 291,258千円  

・施設等修繕積立分 250,000千円、繰上償

還用積立分 200,000千円を含む  



－ 2 －

平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

24年度…策定、完成

　

単位：千円

　
平26以降  四万十町介護基盤緊急整備事業費補助金交付要

綱

総合振興計画の施策大綱別位置付け

――0 146,000 

平22以前 平23

146,000 

　特別養護老人ホーム（29名以下）１施設、認知症高齢者グループ
ホーム1施設の整備補助を行う。
　
・特別養護老人ホーム（29名以下）4,000千円×29名＝116,000千円
・認知症高齢者グループホーム　 30,000千円×1施設＝30,000千円

平24 平25

0 

新・継

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

県

目

全

体

計

画

等
平22以前

0 0 

今回 3,192 

平26以降平23

■ 補正内容（概要）等

会　計　名 一般会計 款

財 源 内 訳

事　業　名

項3

地 方 債

歳 出 予 算 内 訳

1 目 1 目名 社会福祉総務費
所 管 課 名 健康福祉課地域福祉計画策定支援業務委託事業

新 そ の 他 ページ

新・継
予 算 額

3,192 

国 県 23 ページ　　～ 23
0 

一般財源

節 予 算 額

■ 目 的（趣旨）

　本年度、四万十町地域福祉計画を社会福祉法第１０７条の規定に基
づき策定するため、策定支援のために必要となる委託料を補正予算で
追加する。

既決

0 0 3,192 0 

地域福祉計画策定支援業務委託料 3,192 

細節名称（ 予算書説明欄 ）

予算書頁

なし

0 

計 3,192 0 

別添資料 頁

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳
地域福祉計画策定支援委託料　１式　3,192,000円（税込）
（研究員手当、調査研究費、資料作成費、管理費、印刷作成費等）

13

目名

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

総合振興計画の施策大綱別位置付け

2-⑦  支え合う地域づくりの推進

今回 146,000 

既決

会　計　名

計
 社会福祉法第107条

　高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第5期）に基づき、高齢者が介
護を必要とする状態になっても、できる限り住み慣れた地域での生活
を継続できるよう、地域密着型サービス施設（特別養護老人ホーム
（29名以下）１施設、認知症高齢者グループホーム１施設）の基盤整
備を行う。

0 0 146,000 

0 3,192 

新

146,000 
0 

平24 平25

3,192 

3 項款

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

2-⑥

(政策的主要事業等の概要説明資料)

全

体

計

画

等 146,000 

計

0 

 高齢者や障害者に優しいまちづくりの推
進

介護基盤緊急整備事業費補助金 146,000 

ページ

一般会計 介護保険事業費

歳 出 予 算 内 訳

1 6
所 管 課 名

予算書頁 25

介護基盤緊急整備事業費補助事業 健康福祉課

ページ　　～ 25
細節名称（ 予算書説明欄 ）

介護基盤緊急整備事業費補助金

予 算 額

146,000 
0 

19
0 節

0 

県

財 源 内 訳

地 方 債 一般財源そ の 他

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

■ 目 的（趣旨）

計

事　業　名

予 算 額
国

0 



－ 3 －

平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

　

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

2-⑥
 高齢者や障害者に優しいまちづくりの推
進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

0 28,200 0 

平22以前

今回 28,200 28,200 
計 0 28,200 

　特別養護老人ホーム（29名以下）１施設、認知症高齢者グループ
ホーム１施設の開設準備支援を行う。
　
・特別養護老人ホーム（29名以下）　600千円×29名＝17,400千円
・認知症高齢者グループホーム　    600千円×18名＝10,800千円

なし■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

項

財 源 内 訳

3一般会計 1 目

新

事　業　名

会　計　名 6 目名

25

健康福祉課
介護保険事業費

所 管 課 名

25一般財源 ページ　　～ ページ

0 

0 0 

0 

0 28,200 
19 28,200  介護保険施設等開設準備支援

事業費補助金

歳 出 予 算 内 訳
予算書頁

節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

介護保険施設等開設準備支援事業費補助事業

款

新・継

県 地 方 債
予 算 額

既決

　高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第5期）に基づき、高齢者が介
護を必要とする状態になっても、できる限り住み慣れた地域での生活
を継続できるよう、地域密着型サービス施設（特別養護老人ホーム
（29名以下）１施設、認知症高齢者グループホーム１施設）の開設準
備支援を行う。

■ 目 的（趣旨）

0 

そ の 他国

 介護保険施設等開設準備支援
事業費補助金

28,200 

平25  四万十町介護保険施設等開設準備支援事業費補
助金交付要綱

平23 平26以降 計

―

平24

― 28,200 

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県



－ 4 －

平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

　

継

太陽光発電システムに対する補助申請件数が、当初予想を大幅に超える
見込みとなったため。太陽光発電システム及び太陽熱温水器は増、エコ
キュートは減となる見込み。

既決

今回 25,580 25,580 0 

6

30,000 0 

■ 目 的（趣旨）

会　計　名 一般会計 款 4

新・継
予 算 額

目名 環境衛生費
事　業　名 四万十町地球温暖化対策設備設置費補助事業 特 所 管 課 名 環境課

項 1 目

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 ページ

30,000 節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

予算書頁 30 ページ　　～ 30

■ 補正内容（概要）等

【参考】

平成23年度実績
　太陽光発電システム
　　108基　490.39kw
　　　　　28,580千円
　太陽熱温水器
　　43基　1,737千円
　エコキュート
　　125基　12,379千円
　
　合計　42,696千円

太陽光発電システム
　当初50基　見込156基　追加106基
　70,000円/1kw×4kw×106＝29,680千円
太陽熱温水器
　当初20基　見込46基　追加26基
　50,000円×26＝1,300千円
エコキュート
　当初150基　見込96基　減54基
　100,000円×54＝△5,400千円

合計　29,680+1,300-5,400＝25,580千円

別添資料 頁

0 0 計 55,580 0 55,580 0 

なし

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

25,580 19  四万十町地球温暖化対策設備
設置費補助金

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

(1)-①  人と自然が共生する地域づくり

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

0 42,696 

平23 平26以降 計  四万十町地球温暖化対策設備設置費補助金交付
要綱53,720 181,996 

平成23年度～平成27年度の5年間

55,580 30,000 

(政策的主要事業等の概要説明資料)

25,580 

平24 平25

過疎地域自立促進産業振興基金繰入金他



－ 5 －

平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

　

単位：千円

4,300 0 4,300 0 

 来訪者にうれしさとやすらぎを満喫して
もらえる集客交流産業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

計

別添資料 頁 なし

■急送充電器設置工事
　・土木工事（一式）　　　　　　　　　1,500千円
　・電気工事（高圧からの引き込み）　　1,500千円
　・四電電気工事（高圧ケーブル）　　　1,300千円
　
　※急速充電器本体は、日産自動車株式会社から寄贈の予定。

■ 補正内容（概要）等

平24

0 

8,000 87,987 

平25平22以前 平23

2,660 19,684 7,000 

全

体

計

画

等

H23年度…アンテナショップの整備に向けた協議

H26年度…アンテナショップの運営及び地域内直販所との連携の構築

平26以降 計

H24年度…アンテナショップ整備及び運営体制の構築

平24

H25年度…アンテナショップの運営及び地域内直販所との連携

50,643 

③ー1  人と自然に優しい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

総合振興計画の施策大綱別位置付け

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳
■拠点ビジネス体制整備事業費補助金　　1,460千円
　・各組織への育成・指導分　5千万円（売上予想）×2％＝1,000千円
　・広報宣伝費（B4チラシ、折込3万部）230千円×2回＝460千円
■集出荷・加工場備品整備補助金
　・コンビスチーマー(蒸し器）1,603,350円×1/2≒801千円

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

計

　平成21年度より、高知県産業振興総合支援事業の支援を受け取組んで
いる事業で、今年7月28日には高知市にアンテナショップを開設するまで
に至り、現在順調な動きを見せている。この取り組みの更なる進展・発
展のため、四万十町全域の生産者組織を中心とした育成・指導のための
支援や、収穫祭・年末等のＰＲに必要な経費を追加補正する。また、平
成22年度に整備した集出荷・加工施設に備品を整備し新たな商品開発な
どにつなげる。

■ 目 的（趣旨）

19,684 

17,423 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

1,460 19
801 19,684 0 0 0 

既決

2,261 
0 

ページ　　～

拠点ビジネス体制整備事業費補助金今回 2,261 

地 方 債 そ の 他 32
予 算 額

19 集出荷・加工場備品整備補助金

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
継

17,423 

国 県 一般財源 ページ32予算書頁

農林水産課

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-⑦

目名

事　業　名 拠点ビジネス体制整備事業 所 管 課 名

農業振興費項 1 目 3款 6

平22以前 平23

全

体

計

画

等 0 

会　計　名 一般会計

平26以降平25

4,300 急速充電器設置工事 4,300 
・土木工事（一式）　1,500千円

そ の 他

　道の駅あぐり窪川は、平成10年度「地場産業振興センター」として施
設整備され、地域情報や地場産品の発信拠点施設として運営してきた。
また、本年度末までには、高速道路が延伸され四万十町中央インターチ
エンジに接した場所となり新たな情報・産品などの発信が期待されてい
る。そこで、普及が進んでいる電気自動車への対応として充電システム
を整備し利便性の向上を図る。

0 
今回 4,300 15

目

新・継
予 算 額

事　業　名

新 一般財源

6 項 1会　計　名

・四電電気工事（高圧）　1,300千円

・電気工事（高圧から）　1,500千円

農業総務費
農林水産課

ページ　　～ 32 ページ

予 算 額

予算書頁 32
細節名称（ 予算書説明欄 ）

(政策的主要事業等の概要説明資料)

2 目名

節

所 管 課 名

歳 出 予 算 内 訳

道の駅あぐり窪川急速充電器（電気自動車用）設置事業

0 

国

財 源 内 訳

県 地 方 債

既決

一般会計

計 4,300 0 0 

款

0 0 4,300 
■ 目 的（趣旨）

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳



－ 6 －

平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)
単位：千円

　

単位：千円

平成24年度から平成28年度までの継続事業

この間に人・農地プランにその集落の中心となる経営体として位置

づけされた新規就農者に対し給付金を支給する。

　 備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

３-①

総合振興計画の施策大綱別位置付け

別添資料 頁 なし

青年就農給付金（経営開始型） 6,375 

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

平24 平25 平26以降 計
 町新規就農者定着促進事業費補助金交付要綱

　　本年度（6月以降）各集落での話し合いにより作成された人・農地プ
ランに位置づけされた新規就農者に給付金を支給する。
【対象者数】14名（45歳未満）（当初予算で5名分計上済）
【給付金額】1名あたり年間150万円（夫婦で申請の場合225万円）
　　　　　　県への申請は、9月・3月の2期となっており、
　　　　　　今年度9月申請5名、3月申請9名となっている。
　　　　　　（内訳）9月申請5名×1,500千円＝7,500千円
　　　　　　　　3月申請7名×750千円＝5,250千円
　　　　　　　　3月申請（夫婦）１組（2名）＝1,125千円
　　　　　　　　計13,875千円－7,500千円（既決）＝6,375千円
【給付期間】就農後最長5年間（平成28年度まで）

6,375 
計 7,500 

■ 補正内容（概要）等

節

県

細節名称（ 予算書説明欄 ）

歳 出 予 算 内 訳

目名 農業振興費

③－１

0 

7,500 

県 地 方 債

6,375 
21,375 0 13,875 

　本年度から事業実施される、人・農地プラン（地域農業マスタープラ
ン）にその集落・地域の中心となる経営体として位置づけされた、青年
新規就農者（45歳未満）に対して就農意欲の喚起と就農後の定着を図る
ため、経営が不安定な就農直後（5年以内）の所得を確保する就農給付金
を支給する。

全

体

計

画

等 0 21,375 16,500 

平22以前 平23

0 

 人と自然に優しい農業の推進

16,500 54,375 

予 算 額0 
0 

既決 15,000 7,500 
19 青・壮年新規就農者支援給付金 6,375 

ページ32 32予算書頁 ページ　　～

■ 目 的（趣旨）

0 

今回

1 目

新・継
予 算 額

財 源 内 訳

継 国

事　業　名

そ の 他 一般財源

新規就農者定着促進事業（青年就農給付金分） 特 所 管 課 名 農林水産課
3会　計　名 一般会計 款 6 項

4,337 

平23 平24 平26以降平25

1,545 1,545 

H26年度…出荷困難者への支援及び見守り活動、買い物弱者への支援の検討

地域の物流等支援事業費補助金

　高知県の支援を受け、地域内における農産物の集出荷と買い物弱者等
への生活関連サービス等を複合化できないかを試行するなどの仕組みづ
くりに取組み地域の活性化を図る。
　ＪＡみどり市管内の高齢化の進む地域を中心に、農産物や農産加工品
を直販所及び流通拠点施設までの集荷や営農指導から試行する。
　また、株式会社十和おかみさん市を中心に、集出荷施設から離れてい
る地域から農産物などの集荷から試行する。

全

体

計

画

等

H24年度…高齢化等により農産物出荷困難者（地域）への支援

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

計平22以前

総合振興計画の施策大綱別位置付け

H25年度…農産物等出荷困難者への支援及び見守り活動への取組み

0 0 1,247 

 人と自然に優しい農業の推進

■ＪＡみどり市等集荷支援事業（四万十農業協同組合）　　　　　■山間地域物流支援事業（株式会社十和おかみさん市）
■対象地域：野地、家地川、志和地域など　　　　　　　　　　　■対象地域：里川、奥大道、地吉、古城地域など
■事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■事業費
・車両リース料（軽自動車AT） 28,652円×6ヶ月≒172千円　 　・車両リース（箱バン）40,000円×6ヶ月＝240千円
・燃料・オイル代　　　　　　　16,000円×6ヶ月＝96千円　　 ・燃料・オイル　20,580円×6ヶ月≒123千円
・運転手賃金　　　　　　　　120,000円×6ヶ月＝720千円　　 ・運転手賃金（時間外）24,000円×6ヶ月＝144千円
・検討会・広報　　　　　　　　　　　　　　　　100千円　　 ・保冷庫導入費　300,000円×3箇所＝900千円
　　　　　　　合計1,088千円×1/2＝544千円　　　　　　　　　　　　　合計　1,407千円×1/2≒703千円

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県 1,247 

■ 目 的（趣旨） ・山間地域物流支援事業　703千円

0 0 ・ＪＡみどり市等集荷支援事業　544千円

1,247 
計 1,247 0 1,247 0 

0 19 地域の物流支援事業費補助金

予 算 額

今回 1,247 1,247 
0 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ

既決 0 

予算書頁 32 ページ　　～ 32

事　業　名 地域の物流等支援補助事業

会　計　名 一般会計 款 6

そ の 他 一般財源

歳 出 予 算 内 訳
新 国 県 地 方 債

新・継
予 算 額

財 源 内 訳

所 管 課 名 農林水産課

項 1 目 3 農業振興費目名
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平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)
単位：千円

　

単位：千円

H24年度　養鰻場など施設全体の工事

○生産量（現況）32ｔ⇒（計画）94ｔ　

○年間販売額（現況）153,000千円⇒（計画）423,000千円

計平22以前 平23 平24 平25

0 0 ― 30,000 

平26以降

全

体

計

画

等

効
果

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-②
 四万十方式高密度作業路網をはじめ地域
の持ち味を活かした林業の振興

○木材利用（年間利用量：おが粉）705ｔ＝1,762ｍ3（比重0.4で換算）県産材 備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

30,000 ―

 四万十町木質資源利用促進事業費補助金交付要
綱

（事業実施主体）：四万十うなぎ株式会社

○木質資源利用ボイラー、建屋・燃料貯蔵庫等設備一式
事業費56,356千円×3/4（補助率）＝42,267千円（但し上限3千万円）
　　　　　　　　　　　　　　　＝30,000千円（県補助金）

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県

(30,000)(うち養鰻場整備分）

木質資源利用促進事業費補助金

別添資料 頁 なし■ 補正内容（概要）等

　四万十うなぎの事業拡大に伴う新規養鰻場の整備において、木質資源
利用（おが粉）のボイラーを設置する。化石燃料（Ａ重油）に比べ燃料
コストの大幅な削減効果（約40%程度）が可能となり、利益率の向上、経
営の安定化を図る。
  これにより地域雇用創出効果（5人予定）が生まれ、将来的には町産材
を利用することも見込んだ利用側の整備により、森林整備の促進、資源
の有効活用による木材産業の発展及びＣＯ2の削減に寄与する効果が期待
できる。

53,847 

(30,000)計 30,000 

予 算 額

木質資源利用促進事業補助金

0 節

0 
■ 目 的（趣旨）

0 0 30,000 0 
0 53,847 

(うち養鰻場整備分）

19

県

細節名称（ 予算書説明欄 ）

一般財源 予算書頁 34

今回 30,000 30,000 

国 ページ　　～ 34そ の 他 ページ

既決 0 

地 方 債

款 6 林業振興費2

53,333 

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新

 四万十町木材加工流通施設整備事業費補助金交
付要綱

事　業　名 木質資源利用促進事業（養鰻場整備分） 所 管 課 名

平26以降

農林水産課

項一般会計 目

0 

平23

2

平25

0 0 

目名

0 53,333 

　（事業実施主体）　：　四万十町森林組合
○北ノ川山元貯木場　舗装整備
　　　　　　　　　　　（県1/2）　　　　（町1/6）　（事業主体1/3）
　事業費　80,000千円　  40,000千円　  13,333千円　   26,667千円
　
　　　　　　　　　補正予算計上額　53,333千円

会　計　名

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

計

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-②
 四万十方式高密度作業路網をはじめ地域
の持ち味を活かした林業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前 平24

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

　森林組合の山元貯木場は、当初年間7,000㎥の取扱計画でスタートした
が、現状は予定を大幅に超える15,000㎥の取扱量となっている。そこ
で、森林組合においても舗装を行い貯木場を少しずつ拡大したが、現状
は隣接する広場も貯木場として利用している状態である。しかし、当該
広場は舗装していないため、地面がぬかるむ等により作業効率が大変悪
く苦慮している。そこで、隣接地を貯木場として規模拡大し、県の木材
増産計画等による木材取扱量の増加、地域林業の発展、林家の所得向上
を目指し、整備を行う。

県 木材加工流通施設整備事業費補助金 40,000 

13,333 
■ 目 的（趣旨）

0 40,000 0 0 
13,333 19 木材加工流通施設整備事業補助金 53,333 

計 53,333 

既決 0 節0 
今回 53,333 40,000 

目 2項

新 地 方 債 そ の 他

新・継
予 算 額

事　業　名

一般会計

細節名称（ 予算書説明欄 ）

予算書頁国

林業振興費
農林水産課

予 算 額

歳 出 予 算 内 訳
一般財源県

木材加工流通施設整備事業 所 管 課 名

財 源 内 訳

ページ34 ページ　　～ 34

款 6会　計　名 2 目名
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平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

○代替燃料への転換を図り環境負荷の軽減、波及効果を期待。

　

単位：千円

　

0 5,680 18,068 14,584 52,916 

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

14,584 

計

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-①  人と自然に優しい農業の推進

平26以降平25  四万十町シカ被害特別対策事業費補助金交付要
綱

平22以前 平23 平24

【報償費】
　鹿　10千円×200頭＝2,000千円

【補助金】
　侵入防止柵の設置　(9集落　延長7,255m)
　　　　　　　事業費　　　町（2/3以内）　地元負担
　防止柵　　7,041千円　　4,484千円　　　2,557千円

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

有害鳥獣（ｼｶ）の捕獲頭数について、現時点の捕獲実績を勘案した結
果、当初計画を上回ることが予想されることから、捕獲頭数の事業費を
見直す必要が生じた。
　また、当初計画数量より集落からの要望が多く、侵入防止柵を追加し
鳥獣被害の防止に努めたい。

4,261 

4,484 13,807 19 シカ被害特別対策事業補助金0 
■ 目 的（趣旨）

計 18,068 0 4,261 0 

所 管 課 名

そ の 他 一般財源

7,323 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

歳 出 予 算 内 訳

予 算 額

今回 6,484 6,484 8 有害鳥獣捕獲報奨金 2,000 

既決 11,584 

新・継
予 算 額

財 源 内 訳

シカ被害特別対策事業事　業　名

会　計　名 一般会計 款 6

継 国 予算書頁 ページ33 ページ　　～ 34県 地 方 債

0 23,847 17,500 

農林水産課

項 2 目 2 林業振興費目名

平22以前 平23 平24  四万十町木質資源利用促進事業費補助金交付要
綱17,500 58,847 

平26以降 計平25

0 

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-②
 四万十方式高密度作業路網をはじめ地域
の持ち味を活かした林業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

53,847 
(うち施設園芸用ﾊｳｽ分） (23,847)

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

木質資源利用促進事業費補助金

（事業実施主体）：四万十農業協同組合

○木質資源利用ボイラー設備　6台　　　20,497千円
○熱交換器（ナチュラルエコ371）一式　3,350千円
　　　　　　　　　　　　　　　　計　23,847千円（県補助金10/10）

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県

　興津地区における施設園芸用ハウスの加温用に木質資源ボイラーを設
置し化石燃料からのコスト削減に努めるとともに、木質資源利用への移
行体制整備、ＣＯ2削減効果と木質資源利用への波及に寄与することを目
的とする。

0 0 (うち施設園芸用ﾊｳｽ分）

今回

■ 目 的（趣旨）

計

既決 0 

0 23,847 (23,847)
23,847 

予 算 額0 節

53,847 23,847 
23,847 0 

細節名称（ 予算書説明欄 ）

0 19 木質資源利用促進事業補助金

新・継 歳 出 予 算 内 訳
そ の 他 一般財源 ページ34 ページ　　～ 34予算書頁新 国 県 地 方 債

目会　計　名 一般会計 款 6

予 算 額
財 源 内 訳

林業振興費
事　業　名 木質資源利用促進事業（施設園芸用ﾊｳｽ分） 所 管 課 名 農林水産課

目名項 2 2

○バイオマスタウン構想に掲げる事業項目であり事業の推進を図る。
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平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

　
計

12,000 

全

体

計

画

等
平22以前

9,736 9,736 18,201 

■ 補正内容（概要）等

12,000 

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-①  人と自然に優しい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平24平23 平25 平26以降  四万十町鳥獣被害緊急対策事業費補助金交付要
綱61,673 

別添資料 頁 なし

【補助金】
　捕獲檻(4集落)・侵入防止柵の設置（13集落　延長18,372m）
　　　　　　事業費　　　　町　　　　　　　　地元負担
　捕獲檻　　400千円　  200千円(1/2) 　　　　 200千円
  防止柵　8,997千円　5,992千円(2/3以内)　　3,005千円
　　計　　9,397千円　6,192千円　　　　　 　3,205千円

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

当初の計画より、集落からの要望が多く農作物被害を防ぐため捕獲檻、
侵入防止柵を追加し鳥獣被害の防止に努めたい。

■ 目 的（趣旨）

0 18,201 
6,192 

計 18,201 0 0 0 
6,192 19 鳥獣被害緊急対策事業補助金

予 算 額

今回 6,192 
12,009 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ

既決 12,009 

予算書頁 34 ページ　　～ 34

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
継 国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源

事　業　名 鳥獣被害緊急対策事業 所 管 課 名 農林水産課

項 2 目 2 林業振興費目名会　計　名 一般会計 款 6
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平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

　

単位：千円

　

境界確定測量業務

別添資料 頁

千円

0 

会　計　名

P19

1,008 千円

県 地 方 債 そ の 他

■ 目 的（趣旨）

千円

■ 補正内容（概要）等

予算書頁

(政策的主要事業等の概要説明資料)

項 1 商工振興費目 2
事　業　名 企業立地用地造成設計等委託事業

新・継
予 算 額

新 国

一般会計 款 7
所 管 課 名

目名

ページ

商工観光課
歳 出 予 算 内 訳財 源 内 訳

1,982 

細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ　　～ 3636一般財源

既決 0 予 算 額0 節

1,982 
計 1,982 0 0 

今回

0 0 1,982 
 企業立地用地造成測量設計等
委託料

1,982 13

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

499

千円

　四万十町数神に所有する町有地の一部は、企業立地のための工場用
地であるが、現状は水路や段差により大きく４分割された状況にあ
り、赤線の用途廃止手続き、造成工事等に時間を要することから、工
場建設の即時着工を求める企業には対応できない課題がある。
　津波の影響の少ない立地、高速道路延伸、光ケーブル網の整備等、
条件も整ってきており、更に企業立地を促進するため、町で造成を済
ませ、工場建設に即時に着手できる環境を整える。

用途廃止・土地表題登記業務 475

合　計 1,982

測量・造成設計業務

平26以降

-

会　計　名

計

-

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３－⑤  ものづくりの心意気を示す製造業の振興

一般会計 款 7

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

0 1,982 1,982 

事　業　名 地域総合整備資金貸付事業（ふるさと融資）

0 

全

体

計

画

等
平22以前 平23 平24 平25

項 1 2 目名 商工振興費目

36
予 算 額0 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

一般財源 予算書頁 36 ページ　　～

所 管 課 名 商工観光課
新・継

予 算 額
財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳

新 国 県 地 方 債 そ の 他 ページ

（養鰻場建設）

21 地域総合整備資金貸付金

0 0 

既決 0 
50,000 

■ 目 的（趣旨）

計 50,000 

今回 50,000 50,000 
0 50,000 

　四万十うなぎ株式会社より、天然鰻及び県内養鰻の取扱高が著しく
減少している状況を踏まえ、自社生産体制を確立し、安定的な商品の
供給を図ることを目的に、養鰻場建設事業に要する経費に対し、融資
が申し込まれた。内容を検討した結果、町としても負担の少ない「ふ
るさと融資」制度を活用した融資により支援を行う。

別添資料 頁

0 

町債

■ 補正内容（概要）等

〇総事業費：307,000千円
〇貸付対象事業費：236,000千円

【9月補正計上額】
〇融資要望額（借入総額の25％以内）：50,000千円

P20

-

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

地域総合整備資金貸付事業債 50,000 

平23

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３－⑥ 地域の底力を発揮する多様な産業の展開

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

50,000 -
 四万十町地域総合整備資金貸付要綱

平24 平25 平26以降 計

- 50,000 -

【ふるさと融資制度とは】 

  

 町が地域総合整備財団（ふるさと財団）の協力を

得て、設備投資資金の一部を無利子で融資する制度

で、民間金融機関等の借入と併せて行われ、町から

の融資限度額は借入総額の25％以内（過疎地域）と

なっている。 

 ふるさと融資を行う場合には、地方債の発行が認

められ、その利子負担分の75％（用地取得分は

50％）が特別交付税措置される仕組みとなっている。

なお、地域振興に寄与するため、融資先企業は新規

雇用5人以上等の要件を満たすものに限る。 
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単位：千円

平成25年度　ひろめ市場の広告は、デザインを変え１年間掲示

　

単位：千円

平25平22以前 平23

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３－⑦
来訪者にうれしさとやすらぎを満喫しても
らえる集客交流産業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

1,907 0 3,544 

平26以降 計

0 0 1,637 

■四万十町ＰＲチラシ・ポスターの作成（印刷制本費）　226千円
　近隣の道の駅、コンビニ、量販店、観光施設等に配布。
■ＰＲチラシ　ＳＡ設置手数料　　184千円
　ＰＲチラシを四国内の自動車道ＳＡ　７ヶ所に2ヵ月間設置
■高速開通広告掲示委託料　　1,227千円
　高速開通日発表後、高知市内でも観光客の入込みが多い「ひろめ市
場」に広告を掲示する。
　・委託料　掲示経費　108千円×6月＝648千円
　・デザイン等諸費用　546千円
　　　　　　　　　　　計　1,227千円（消費税59千円含む）

平24

全

体

計

画

等

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

1,227 
1,637 12

　高速道開通をＰＲすることにより、四万十町に観光者を呼び込み観
光業の振興及び交流人口の拡大を図る。

0 184 
高速開通広告掲示委託料■ 目 的（趣旨） 13

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 P18

1,637 11今回 1,637 

既決 0 
226 

計 1,637 0 0 0 ＰＲチラシ設置手数料

印刷制本費

予 算 額0 

ページ36予算書頁

節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ　　～ 36新 国 県 地 方 債

項 1

3会　計　名 一般会計 款 7

3会　計　名

観光費
事　業　名 産業振興推進ふるさと雇用事業（自然体験型観光事業） 所 管 課 名 商工観光課

項 1 目 目名

新・継
予 算 額

財 源 内 訳

一般会計

財 源 内 訳

目款

そ の 他 一般財源

事　業　名

目名7

新・継
予 算 額

歳 出 予 算 内 訳

観光費
高速道開通四万十町ＰＲ事業 所 管 課 名 商工観光課

歳 出 予 算 内 訳
拡 国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 予算書頁 37 ページ　　～

792 19 産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金

1,577 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ

既決 7,883 6,306 予 算 額

37

今回 3,963 3,171 
0 2,369 

3,963 
計 11,846 0 9,477 0 
■ 目 的（趣旨）

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

　自然体験型観光事業
　興津の海を活かしたマリンスポーツ（レジャーダイビング等）の企
画・実施を行う自然体験型観光事業を実施する。
　事業の実施により、雇用の創出、地域への観光者の増加が期待でき
る。
※本事業は、震災による影響が著しいと６ヵ月の延長が認められ、９
月30日までは「ふるさと雇用再生特別基金事業」の採択を受け実施
し、事業完了後の10月より産業振興推進ふるさと雇用事業（県事業）
を活用して実施する。

自然体験型観光事業に係る補助金の追加

事業主体　社団法人四万十町観光協会
総事業費　4,757千円
補助金額　4,757千円×5/6（県2/3＋町1/6）≒3,963千円
雇用者数　2名

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県 産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金 3,171 

全

体

計

画

等

平成25年度　事業費19,018千円×2/3（県1/2＋町1/6）＝12,678千円
平成26年度　事業費19,018千円×1/2（県1/3＋町1/6）＝ 9,509千円

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３－⑦
来訪者にうれしさとやすらぎを満喫しても
らえる集客交流産業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前 平25 平26以降

0 

計  四万十町産業振興推進ふるさと雇用事業費補助
金交付要綱34,033 12,678 9,509 

平23 平24

0 11,846 

【ひろめ市場の概要】 
所在地：高知市帯屋町2丁目3－1 
店舗数：約4坪を基本小間に63店舗 
営業時間：午前7時から午後11時／元旦休業 
来店者数： 

○平日 約8,000人～12,000人 
○土日祝日 約30,000人～50,000人 
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平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

平成２４年度～平成２６年度まで実施予定

（年間200千円×10件＝2,000千円）

　

0 2,000 2,000 

平23 平24 平25

2,000 

計

0 

500 県 ブロック塀対策推進補助金

1,000 

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

1-④  災害等に備える安全のまちづくり

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

6,000 

平22以前 平26以降

　　補助金　200千円×10件＝2,000千円
【補助対象】
　危険性の高い既存コンクリートブロック塀等（注１）の所有者などが
町内の登録工務店又は建設業者に依頼して行った当該塀の撤去又は安全
な塀への改修に要した経費
【補助限度額】20万円／件（国1/2、県1/4、町1/4）
　　　※補助対象経費が20万円に満たない場合は、その額とする。
（注１）「危険性の高い既存コンクリートブロック塀等」については、
補助要綱別表（点検表）により判断

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

国 社会資本整備総合交付金

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 P21

　地震や災害時には老朽化した危険なブロック塀等の倒壊により道路が
閉塞され、避難や救助・消火活動を阻害する恐れがある。このような被
害を減少し、避難路等を確実に確保するため、町内全域の公道に面した
危険ブロック塀等の撤去又は安全な改修を行う所有者に対して費用の一
部を助成する制度を設ける。

■ 目 的（趣旨）

0 500 
2,000 

計 2,000 1,000 500 0 
500 19 ブロック塀等対策推進補助金

予 算 額

今回 2,000 1,000 500 
0 節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ

既決 0 

予算書頁 42 ページ　　～ 42

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新 国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源

住宅管理費
事　業　名 ブロック塀等対策推進事業 特 所 管 課 名 総務課（防災対策室）

(政策的主要事業等の概要説明資料)

会　計　名 一般会計 款 8 項 4 目 1 目名
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平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

H18～H27　自主防災組織育成整備事業（防災資機材・消火栓BOX等）

H23～H27　地域防災設備整備事業（防災資機材・情報通信設備等）

H23～H24　緊急用ヘリポート整備事業（興津・下津井地区）

　

単位：千円

今後の津波避難施設等の整備予定

・秋以降の詳細な津波浸水予測による既存施設の見直しを行う

・避難誘導灯（看板含む）の整備

・備蓄物資等の計画的整備 　

1
興津（向山）地区津波避難路等整備事業

4目一般会計 款 防災費
総務課（防災対策室）所 管 課 名

44

目名

予 算 額

ページ予算書頁

205,169 

43 ページ　　～

歳 出 予 算 内 訳
特

会　計　名

地 方 債 そ の 他 一般財源

事　業　名

新・継

国 県

9 項

節

0 13,463 
■ 目 的（趣旨）

P22

0 0 

既決

拡

今回 209,169 
59,994 

予 算 額
財 源 内 訳

15
59,900 

興津地区津波避難路整備工事費

94 
13,369 

細節名称（ 予算書説明欄 ）

195,800 

平22以前 平23

計 255,700 269,163 

　津波避難場所（興津中）の見直しに伴い、整備予定である興津向山
地区の津波避難路及び避難広場について、測量設計等に基づき全体事
業費を計上するとともに、合併特例事業債を活用した事業計画の見直
しを行い、事業の加速化と新たな想定にも対応できる津波避難対策を
講じる。

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

全

体

計

画

等
平24 平25

4,410 269,163 ― 273,573 

総合振興計画の施策大綱別位置付け

○興津向山避難路等整備事業
　事業の加速化を図るため今回全体事業費を計上し早期着手を行う。
　また、財源については緊急防災・減災事業債の配分枠が不足してい
るため、県との協議のうえ合併特例事業債に振り替えを行う。
　全体工事費内訳
　・避難路（歩道333m）　　　　　　11,076千円
　・車道（300m）及び広場（413㎡）184,258千円
　・用水路橋梁（5箇所）　　　　　 39,835千円　（計235,169千円）

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

4,000 22 簡易水道配水管移設補償金

緊急防災・減災事業債 ▲ 59,900 

町債 合併特例事業債 255,700 

町債

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

1-④  災害等に備える安全のまちづくり

平26以降 計

(政策的主要事業等の概要説明資料)

会　計　名 一般会計

――

既決 22,426 予 算 額節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

一般財源
予 算 額

財 源 内 訳

県

歳 出 予 算 内 訳

目

事　業　名 みんなで備える防災総合事業 特

地 方 債 そ の 他

9

継 国

新・継

項 1
総務課（防災対策室）

款

所 管 課 名

ページ予算書頁

4 目名 防災費

ページ　　～ 44

120 
0 0 

8
2,873 
14,575 

5,745 2,872 
10,724 

43

0 13,596 
 みんなで備える防災総合事業
講師等謝金

11,702 
今回

■ 目 的（趣旨） 11

　自主防災組織率向上の取り組みの中で、新たに設立する見込みの組
織が増加したため、その組織への支援を拡充し、自主防災組織の活性
化と防災力向上を図る。また、緊急時の通信手段の確保等備品購入費
の見直しを行った。

計 28,171 

平23 平24 計

県

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

県補助対象の備品見直しと自主防災組織新規設立地区増加に伴う追加
を行う。
　・淡水浄化装置（5台⇒2台）△3,150千円（海岸部のみが補助対象）
　・志和地区無線機（5台）購入　369千円
　・自主防災組織新規設立地区支援（当初3地区⇒予定9地区）
　　　　　　　防災資機材及び消火栓BOX等（6地区）8,526千円

消耗品費

18

1,200 

 みんなで備える防災総合事業
備品購入費

4,425 

28,171 

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

2,872 みんなで備える防災総合補助金

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

1-④  災害等に備える安全のまちづくり

9,000 

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

92,833 28,970 17,692 

平25 平26以降

9,000 

平22以前
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平成24年度　９月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

志和地区全体計画

24年度…裏参道避難路整備、拠点避難場所等測量設計

25年度…拠点避難場所（ヘリポート含む）、避難路・誘導灯整備

　

212,591 

平22以前 平23

25,168 

平25

―

平24

10,500 

■ 補正内容（概要）等

25,168 0 0 23,900 
9,300 

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

▲ 14,600 緊急防災・減災事業債

23,900 

別添資料 頁 P23

9 項

県

款

所 管 課 名 総務課（防災対策室）

ページ

4 目名 防災費

ページ　　～ 43予算書頁 43
歳 出 予 算 内 訳

予 算 額節

全

体

計

画

等 237,759 

計

―

そ の 他

 災害等に備える安全のまちづくり1-④

13

○志和地区津波避難路等整備事業
　新たな拠点避難場所（ヘリポート含む）を小学校裏山に、また拠点
避難場所への避難路の整備箇所決定に向け、現在、補完調査及び地域
住民との協議を進めており、平成２５年度完成に向けた整備計画を策
定するため、今回測量設計委託料を補正計上する。
　また、志和地区全体事業の財源についても見直しを行い、合併特例
事業債に振り替えを行う。

平26以降

総合振興計画の施策大綱別位置付け

町債

町債 合併特例事業債

細節名称（ 予算書説明欄 ）

1,200 

志和地区津波避難路等整備事業

地 方 債 一般財源

68 

10,500 
 志和地区津波避難路等
　　　　　　測量設計委託料

財 源 内 訳

特
1 目会　計　名 一般会計

―

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

　拠点避難場所である志和小学校が津波による浸水が予測されるた
め、新たな拠点避難場所、緊急ヘリポート及び避難路の整備に向け、
合併特例事業債を活用した事業計画を策定し、事業の加速化と新たな
想定にも対応できる津波避難対策を講じる。

事　業　名

既決

0 

14,600 
拡

■ 目 的（趣旨）

計

今回

予 算 額
国

14,668 

新・継

1,268 
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平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

事業実施　完了

　

0 

生涯学習、芸術文化活動、生涯スポーツの振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

0 1,972 

平26以降

0 0 

全

体

計

画

等 1,972 

平22

２４年度

平23 平24 平25

2-②

総合振興計画の施策大綱別位置付け

計

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

　ふるさと未来館は、昭和４９年２月に窪川中学校の寮として建築さ
れ、その後寮の廃止に伴い平成１５年９月に新たな社会教育施設として
整備され、以来地域のコミュニティ施設等として幅広く活用されてい
る。
　今回は、町道から約５ｍ高の施設敷地に上がる階段横の擁壁上部の一
部が、上部からの負荷や雨水の排水不良、経年劣化等により、階段側に
押し出され崩落の危険性が高い状態となっていることから、利用者等の
安全確保、施設の保全のため、修繕工事を実施するものである。

1,972 

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

0 0 0 

◇修繕箇所：施設への登り階段側面の擁壁上部（約10㎡）
◇工事概要：既設の擁壁を取り除き、新たに擁壁を設置する。
◇工 事 費：1,971,900円

■ 目 的（趣旨）

計 0 1,972 

施設修繕工事費

細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

今回 1,972 1,972 15

一般財源

1,972 
既決 0 0 節

53

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新 国 県 地 方 債 そ の 他 ページ

ふるさと未来館管理運営費
事　業　名 ふるさと未来館敷地擁壁修繕事業 所 管 課 名 生涯学習課

予算書頁 53 ページ　　～

(政策的主要事業等の概要説明資料)

会　計　名 一般会計 款 10 項 5 目 7 目名

ふるさと未来館 

修繕予定箇所 
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平成24年度　９月補正予算資料

単位：千円

24年度 … 実施設計・電気計装設備・配水地築造・送配水管布設　等

　

拡

　東大奈路地区において、本年度大型集客施設等が建設予定されてい
るが、この区間の配水管は老朽化により漏水が見られることや、ま
た、大部分が民地内に敷設されていることから仁井田簡易水道統合整
備を行う中で、老朽配水管の改修を行うと伴に配管位置の変更（国道
歩道内）を行うことにより、安定した給水量の確保を図る。

既決

今回 26,248 20,100 6,148 0 

2

3,197 0 

■ 目 的（趣旨）

会　計　名 簡易水道事業特別会計 款 1

新・継
予 算 額

目名 建設改良事業費
事　業　名 仁井田簡易水道区域拡張事業 所 管 課 名 上下水道課

項 2 目

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 ページ予算書頁 150

14
264,075 98,778 細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ　　～ 150

複写機等リース料 120 
162,100 節

26,128 仁井田簡易水道区域拡張工事費

予 算 額

町債

計

P24～P25別添資料 頁

290,323 98,778 

■ 補正内容（概要）等

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

簡易水道事業債

150 182,200 9,345 0 

10,000 
10,100 

過疎対策事業債

平26以降

6,148 他

 水道法、簡易水道等施設整備費国庫補助金交付
要綱

一般会計繰入金

490,600 

 環境との調和を考慮した基盤整備・生活
環境づくり

平24 平25

配水管布設　φ100 L＝470m
消火栓　　　3箇所

町債

計

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

総合振興計画の施策大綱別位置付け

1－③

1,325,504 290,323 92,000 ―

平23

全

体

計

画

等
平22以前

452,581 

25年度 … 実施設計・配水管布設 等

23年度以前 … 実施設計･浄水池築造・送配水管布設

(政策的主要事業等の概要説明資料)



平成24年度「四万十町」普通交付税の状況 単位： 千円

一 本 算 定

旧窪川町 旧大正町 旧十和村

① 8,615,402 4,436,820 2,062,474 2,116,108 7,398,946 1,216,456 

うち臨時財政対策債発行可能額 ② 480,307 262,335 109,225 108,747 407,248 73,059 

③ 1,480,103 1,019,469 251,679 208,955 1,480,104 △ 1 

④＝①－②－③ 6,654,992 3,155,016 1,701,570 1,798,406 5,511,594 1,143,398 

⑤＝④×調整率 14,674 

⑥＝④－⑤ 6,640,318 合併算定替 普通交付税
臨時財政対策
債発行可能額

計
( 実質的な普通交付税 )

⑦ 6,378,968 平成24年度 6,640,318 480,307 7,120,625 

⑧＝⑥－⑦ 261,350 
平成23年度

（再算定後）
6,389,866 486,416 6,876,282 

増　減　額
（H24－H23）

250,452 △ 6,109 244,343 

増減率(％) 3.9 △ 1.3 3.6 

差 引 留 保 額

基 準 財 政 需 要 額

交 付 決 定 額

-
 
1
7
 
-

◆ 合併算定替とは …　通常は合併後の普通交付税が合併前の合算額を下回ることになるが、合併によ
　（ 上表Ａ欄 ）　　　って交付税が急激に減少しないように、合併後10年間に限り合併しなかった場
　　　　　　　　　　　合の交付税額(合併前の市町村単位で算出した交付税の合算額)を全額保障する
　　　　　　　　　　　もの。
　　　　　　　　　　　また、合併後11年目以降についても、一本算定(合併後の本来の交付税額)まで
　　　　　　　　　　　急激に減少しないよう、激変緩和措置により段階的に縮小される。

◆ 一 本 算 定 とは …　合併後の人口等に応じて算出された本来の算定額
　（ 上表Ｂ欄 ）

＊「基準財政需要額」及び「基準財政収入額」は「錯誤措置額」加算後の額

計 算 式

調 整 額

決

定

額

内

訳

９ 月 補 正 後 予 算 計 上 済 額

合併算定替
と一本算定
の　差　額
（Ａ－Ｂ）

基 準 財 政 収 入 額

交 付 基 準 額

項 目

合 併 算 定 替

旧３町村計
（Ａ）

四 万 十 町
（Ｂ）
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予算別添資料 ( 高速道路延伸に係る事業 )

　担当：企画課

　担当：商工観光課

■    開通前プレイベントの実施（補助金）

構　　成：四万十町、商工会、観光協会、道の駅、JA、森林組合、議会、霧の町クラブ

■    高速道開通記念広告等作成委託料

事業主体：四万十町

開通日PR新聞広告掲載、開通告知テレビCMの放送

四万十町への高知自動車道延伸に係る記念イベントの実施及び

開通前後の取り組みについて

　開通前記念イベントの概要 【款・項・目：２・１・６】

【開通前】

高速道開通をＰＲすることにより、四万十町に観光客を呼び込み観光業の振興及び交流
人口の拡大を図る。

【開通後】

事業主体：四万十町高知自動車道開通記念イベント実行委員会

　開通前後の取り組み 【款・項・目：７・１・３】

◎    ジョギングイベントの実施 
四万十中央インター（平串）から大阪谷川橋（久礼坂）往復（約22km） 
定員500名を予定。商工会青年部が中心となって計画。 

◎    ウォーキングイベントの実施 
地元「霧の町クラブ」（構成：仁井田地区区長会）が中心となって、町内の小学生、住民
を対象としたウォーキングイベントを実施するもの。 

◎    サイクリングイベントの実施 
高知県サイクリング協会と連携し、高知自動車道を自転車で走れるチャンスを、健康と運
動を兼ねて走る絶好の機会としてPRするイベント。観光協会が中心となって計画。 

◎    高速道路開通式典セレモニー・祝賀会 

■四万十町ＰＲチラシ・ポスターの作成 
 
 自動車道ＳＡ（愛媛県：石鎚SA、伊予灘SA〔上下〕、香川県：豊浜SA〔上下〕徳島

県：吉野川SA、高知県：南国SA〔下〕） 
並びに近隣の道の駅、コンビニ、量販店、観光施設等に配布。 

■高速開通広告掲示 
 高速開通日発表後、高知市内でも観光客の

入込が多い、ひろめ市場に広告を掲示する。 
 
掲示場所：入口に位置する「よさこい広場」 
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予算別添資料 (企業立地用地　造成設計等設計 )

事業実施地 

四万十町役場 

国道56号線 

数神地区 

高知自動車道 
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予算別添資料 ( 地域総合整備資金貸付事業「ふるさと融資」 )

東洋精密機械㈱ 

県道 窪川・松原

窪川↓ 

三堰キャンプ場 

養鰻場建設事業 
 位置図 

養鰻場建設予定地 
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予算別添資料 ( ブロック塀等対策推進事業 )

※緊急輸送道路又は避難路⇒「地震発生時に確保すべき道路」として一般国道、県道、町道、集落道、農
道、林道を指定している。（四万十町耐震改修促進計画）

　社会資本整備総合交付金の住宅耐震化促進事業「全国防災枠」を活用し、ブロック塀

等の（単独）耐震対策への補助制度を高知県が創設。四万十町においても避難路等の安

全確保のため、この県補助制度を活用した「四万十町ブロック塀等対策推進補助金」を

創設する。

　「ブロック塀等対策推進補助金」の対象となるブロック塀等については、下記点検表

（補助要綱別表）の①補強コンクリートブロック塀の点検項目（1～8）及び②組積造の

塀の点検項目（1～7）において、１つでも不適合があれば対象となる。

不適合

はい いいえ

　　控　壁
（高さが1.2m
を超える塀の
場合）

3.4m以内ごとに、鉄筋が入った控壁が塀の高さの1/5以上
突出してある

はい いいえ

壁の厚さ

適合

はい

位　置

塀が土留め壁を兼ねている。又は玉石積み擁壁等の上にあ
る

その他 いいえ

いいえ

緊急輸送道路又は避難路に面している いいえ

根入れ深さが20㎝以上ある

①
補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
点
検
表

点　　　検　　　内　　　容

鉄　筋

7

8

控　壁

6

1

高　さ 2.2m以下

いいえ高さ2mを超える塀で15㎝未満

全体的に傾いている。又は1㎜以上のひび割れがある

評　価 ７項目のうち、１つでも不適合があれば組積造の塀の安全対策が必要です

丈が35㎝以上で根入れ深さが30㎝以上の鉄筋コンクリート
造の基礎がある

壁頂、基礎には横に、壁の端部及び隅角部には縦に、それ
ぞれ径9㎜以上の鉄筋が入っている

壁内に径9㎜以上の鉄筋が縦横80㎝以内で入っている

6

高　さ

傾き、
ひび割れ

８項目のうち、１つでも不適合があれば、コンクリートブロック塀の安全対策
が必要です

1.2mを超えている

位　置

人の力で簡単にぐらつく いいえ

はい

はい

いいえ

不適合

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

高さ2m以下で10㎝未満 いいえ はい

その他
塀が土留め壁を兼ねている。又は玉石積み擁壁等の上にあ
る

いいえ はい

4m以内ごとに壁面からその部分における壁の厚さの1.5倍
以上突出している、又は壁の厚さが必要寸法の1.5倍以上
ある

緊急輸送道路又は避難路に面している

いいえ

はい

はい いいえ

はい

はい いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

4

5

評　価

はい

いいえ はい

適合点　　　検　　　内　　　容

ぐらつき

基　礎

2

人の力で簡単にぐらつく

5

4

傾き、
ひび割れ

基　礎

各部分の厚さがその部分から壁頂までの垂直距離の1/10以
上ある

全体的に傾いている。又は1㎜以上のひび割れがある

②
組
積
造
の
塀
の
点
検
表

点検項目

点検項目

1

2

3

7

ぐらつき

3

壁の厚さ
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予算別添資料 ( 興津向山地区津波避難路等整備事業 )

向山避難路等整備事業
全体事業費（９月補正後予算）

避難路（歩道410ｍ）　11,076千円
避難路（車道311ｍ）・広場（413㎡）184,258千円
用水路橋梁（5箇所）　39,835千円

5,000
4,000

269,163計

支障木等補償金
簡易水道配水管移設補償金

（千円）
測量設計委託料
工事請負費
用地購入費

19,994
235,169

5,000

興津中学校

平成24年度
興津地区津波対策避難広場・避難経路用地測量・工事施行位置図

避難広場（TP３０ｍ）
Ａ＝４１３㎡

用水路(5箇所)の
橋梁耐震化

【歩道】
L＝２３３ｍ

【車道】
L＝３１１ｍ
W＝３.０ｍ

【歩道】
L＝１６０ｍ

【歩道】
L＝１７ｍ
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予算別添資料 ( 志和地区津波避難路等整備事業 )

志和浦地区避難路等整備事業（９月補正後予算額）

◎裏参道避難路整備 ◎拠点避難広場等整備事業

　

（平成25年度） 工事予定

14,668計

測量設計委託料 10,500
（千円）

測量設計委託料 1,856
工事請負費 12,812

（千円）

志和 浦地区

避難路整備予定
（拠点施設⇔避難場所）

※3月31日公表に基づいて県が50mメッシュで推計した予測

（志和小学校付近）

30㎝津波到達時間 29.10分

最高津波到達時間 33.26分

最高水位 13.26m
浸水深 5.52m

緊急ヘリポート予定地
TP＝24m A＝1,200㎡

拠点避難場所予定地
TP＝22m A＝550㎡

裏参道避難路
平成24年度整備

薬師寺横避難広場

（漁業集落環境整備）

TP＝11.0m

小学校裏避難広場

（H23～H25予定）

TP=12.5m

TP＝7.8m

補助避難広場

（薬師寺横）
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予算別添資料 ( 仁井田簡易水道区域拡張事業 )
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予算別添資料 ( 仁井田簡易水道区域拡張事業 )

給油所建設予定地 

ゆーいんぐ四万十移転予定地 

既水道配水管 民地占有区間 
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